
第２１回アジア獣医師会連合（FAVA）大会・開会式 !! 

 

 令和４年１１月１１日（金）、ヒルトン福岡シーホークにおいて『第２１回アジア獣医師

会連合（FAVA）大会』の開会式が開催されました。 

  

開会式では、最初に、藏内勇夫アジア獣医師会連合（FAVA）会長から開会のあいさつが行

われました。 

 

【藏内勇夫 FAVA会長挨拶】 

 私は、一昨日開催されましたアジア獣医師会連合(FAVA)の代表者会議において FAVA

会長に就任いたしました。 

本大会の開会式に臨み、私の胸中に去来するのは、1995年にアジア地域で初めて我が

国の横浜市で開催された世界獣医師会(WVA)とアジア獣医師会連合(FAVA)の合同大会で

あります。この年の 1月 17日、我が国で未曽有の地質災害となった阪神淡路大震災が

発生しました。当時福岡県獣医師会会長の職にあった私にも、発災後国内外から「世界

大会の開催は大丈夫か、日本経済は大丈夫なのか。」との声が多く寄せられたことを記

憶しています。 

それから四半世紀を経た今、未曽有の生物災害となったコロナ禍の中にあっても、ア

ジアをはじめ世界中から約 2千名の参加者をお迎えして、私達は再び国際的な大事業を

成功させ、関係者の皆様、そして国民の皆様とともに、その力をアジアに、そして世界

に示そうとしています。 

 本大会のテーマは「アジアからのワンヘルスアプローチ～動物と人の健康はひとつ。

それは地球の願い～」です。 

このたびの新型コロナウイルス感染症も動物由来の新興感染症とされています。この

ような人獣共通感染症や薬剤耐性（AMR)への対策においては、人及び動物の健康並びに

野生動物を含む環境の保全を一体的に捉え、獣医師、医師及び環境分野の研究者等が連

携して活動するワンヘルスの概念の実践が一層求められています。 

このような観点から、3日間にわたる特別シンポジウムにおいては、人獣共通感染

症、薬剤耐性(AMR)対策、各分野や関係機関におけるワンヘルスの取組み、そして「ア

ジアワンヘルス福岡宣言 2022」の採択・調印に至るワンヘルス・ストリームを展開いた

します。 

 



福岡県では、我が国で初めてとなる「福岡県ワンヘルス推進基本条例」を定め、服部

知事を中心として積極的な取組みが行われています。 

私は、ワンヘルスの先進地である福岡県で開催される本大会の成果を踏まえ、ワンヘ

ルスの重要性をアジアに、そして世界に、再び発信してまいります。 

  私がアジア獣医師会連合の会長を務めるに当たって、FAVA加盟各国の獣医師会、そし

て地元福岡県、福岡市、関係者の皆様方の全面的なご協力を得て、「FAVAワンヘルス福

岡事務所」を設置することが決定されました。 

タイのバンコク事務所との密接な連携の下に、国際獣疫事務局（WOAH）、国連食糧農

業機関（FAO）、国連等とも連携し、ワンヘルスをはじめ FAVA戦略計画の実現に向け、

私は積極的にリーダーシップを発揮し、アジア各国の獣医師の力を結集して実践活動に

取り組んで参る覚悟です。 

 

  

次に、来賓の挨拶として、岸田文雄内閣総理大臣と林芳正外務大臣からのビデオメッセー

ジが披露されました。 

 

【岸田文雄内閣総理大臣】 

本日は、第２１回アジア獣医師会連合大会がアジア・オセアニア地域を始め、世界各国か

ら、多数の獣医師や医師など、関係者の御参加を得て、盛大に開催され、誠におめでとうご

ざいます。 

 本大会のテーマは、「アジアからのワンヘルスアプローチ」と伺っていますが、開催地の

福岡県は、我が国で初めてとなる福岡県ワンヘルス推進基本条例を定め、県民が一丸となっ

て、ワンヘルス活動を推進する先進地であります。 

 日本政府と致しましても、次の感染症の危機に備え、福岡県の取り組みも参考にしつつ、

ワンヘルスアプローチに基づく、感染症対策の強化に取り組んでまいります。 

この度、日本獣医師会の藏内勇夫会長が、アジア獣医師会連合の会長に就任されたと伺い

ました。 

藏内会長が、力強いリーダーシップを発揮され、本大会の成功を機に、ワンヘルスの実践

活動の重要性を、日本からアジアへ、さらに世界へ向けて発信されるよう、大いに期待をし

ております。 

 



【林芳正外務大臣】 

アジア獣医師会連合（FAVA）の第２１回目の大会が、藏内大会長の主催のもとで、関係者

の皆さまのご尽力によって、盛大に開かれますことを心よりお慶びを申し上げます。 

近年になって、この人や物の動きが、本当にグローバル化してきておりまして、人と動物

の共通の感染症、これが経済に大きな影響を及ぼすようになって参りました。 

BSE・鳥インフルエンザ、そして、最近のこの新型コロナウイルス、どれひとつとっても、

本当に大きな影響があるわけです。そうした中で、この大会が「アジアからのワンヘルスア

プローチ」、「動物と人の健康はひとつ、それは地球の願い」をテーマにアジアとの懸け橋と

なる福岡の地で開催されるということは、大変に時宜を得たタイムリーな大会であると思

っております。 

この外務大臣としても、しっかりと、いろんな国と協調関係を築き上げながら、取り組ん

でいかなければならないと思っておりますし、日本が世界をリードしていくという意気込

みをもって取り組んでいく決意でございます。 

 

  

 来賓として、ラファエル世界獣医師会会長、クアザ FAVA副会長（前会長）の挨拶があり

ました。 

 

  

 最後に、開催地の服部誠太郎福岡県知事、髙島宗一郎福岡市長からの挨拶がありました。 

 

 

２０２２年１１月１２日 

福岡ワンヘルス協議会・事務局 


